
甲
賀
の
文
化
財

歴史文化財課　普及活用係　☎  69-2250 　Fax  69-2293問

手話奉仕員養成講座

※複数棟ある施設は代表建築年度で集計

旧耐震基準（昭和56年度以前建築）42.3%
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築30年以上（平成2年度以前建築） 56.9%

12月3日〜9日は、「障害者週間」です。

障がいのある人とない人がお互い尊重し合う

　皆さんも、手話を使ってコミュニ
ケーションを取ってみませんか？

障がい福祉課　☎ 69-2161　Fax  63-4085問

　
甲
賀
の
お
茶
は
、
信
楽
焼
や
甲
賀
の
く

す
り
と
並
ぶ
、
甲
賀
市
の
伝
統
的
か
つ
主

要
な
地
場
産
業
製
品
で
す
。
大
き
く
土
山

の
「
土
山
茶
」
と
、
信
楽
の
朝
宮
地
域
の

「
朝
宮
茶
」
が
あ
り
、
甲
賀
の
特
産
品
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の

う
ち
明
治
期
の
朝
宮
茶
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　
朝
宮
地
域
と
茶
の
関
係
は
、
か
な
り
古

く
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
江え

戸ど

時
代
に
は
、
御お

茶ち
ゃ

壺つ
ぼ

を
は
じ
め
と
す
る
京
都
宇う

治じ

の
お
茶
文
化

と
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、
茶
園
や
お
茶
の
贈

答
記
録
も
残
る
な
ど
朝
宮
で
の
生
産
活
動

は
維
持
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

　
近
代
に
入
る
と
日
本
茶
の
海
外
輸
出
が

盛
ん
に
な
り
ま
す
が
、
朝
宮
で
も
そ
れ
に

対
応
し
た
と
思
わ
れ
る
同
業
者
組
合
「
湖こ

朝ち
ょ
う

組ぐ
み

」
が
明
治
十
年
代
に
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
組
合
員
は
全
て
朝
宮
の
茶
生
産
者

で
、「
自じ

製せ
い
茶ち
ゃ
」
を
湖
朝
組
の
名
義
で
「
輸

出
」
す
る
こ
と
や
、
組
外
の
茶
商
人
に
売

ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
粗
悪
品
を
生
産

し
な
い
こ
と
な
ど
が
規
約
と
し
て
取
り
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
明
治
前
期
は

粗
悪
な
輸
出
用
日
本
茶
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
時
期
で
あ
り
、
朝
宮
地
域
の
生
産
者

朝
宮
の
湖こ

朝ち
ょ
う

組ぐ
み

が
主
体
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
同
時
期
か
と
思
わ
れ
る
記
録
に
は
35
種

に
上
る
銘
柄
が
、
壺
入
り
の
お
茶
と
し
て

生
産
者
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
家

ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
が
壺
単
位
で
販
売
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
ま
す
。
銘
柄
は

「
朝
乃
露
」
や
「
緑
山
」、「
朝
乃
友
」
な

ど
朝
宮
に
ち
な
む
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
、茶
壺
を
収
め
る
箱
に
貼
っ

た
で
あ
ろ
う
「
御お

茶ち
ゃ

入い
れ
日に
っ

記き

」
と
い
う
紙

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も

高
級
茶
の
類
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
「
湖
朝
組
」
と
そ
の
活

動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
市
の
特
産
品
の
中
で
も
、

比
較
的
早
く
に
独
自
の
生
産
体
制
を
築
こ

う
と
し
た
例
と
し
て
貴
重
で
す
。
何
か

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

湖朝組印のある「御茶入日記」（個人蔵）

みんなでみんなで

考える 公共施設公共施設

　市には350あまりの公共施設がありますが、昭和期に整備された施設が多く、築30年以上の施設が約57%
を占めます。現在、これらの公共施設の維持、修繕に多額の費用を費やしています。

甲賀市の公共施設の現状

マネジメント推進室　☎ 69-2119　問

出典：甲賀市公共施設等総合管理計画施設の最適化方針（平成29年7月策定、令和５年３月修正）

建築年度別　公共施設の面積（令和２年度末時点）

　このコラムでは、市の公共施設
のあり方とこれからについて、
みなさんにお伝えしていきます。

vol .2

昭和期に整備した施設の
老朽化が進んでいます。

旧耐震基準の建物が多く
全ての改修・更新には

約１，０００億円が必要です。

　甲賀市では、多様なコミュニケーション手段の利用を促進し、障がいのある方もない方も、お互いに認め合
い、誰もが安心して暮らせる共生社会の実現をめざしています。その一環として、手話奉仕員養成講座を毎年
開催し、多くの方にご参加いただいています。

・�聴こえない友人ともっと手話で
コミュニケーションがとれるよう
勉強したい

・�特別支援教師か言語聴覚士にな
りたいと思っているので、大学に
入るまでに手話を覚えたい

・�毎週の講座が楽しみ

参加者の声
手話奉仕員

養成講座の様子

\来年度も開催予定！/

市公式YouTubeからも
手話の勉強ができます！
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